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　３月28日に神戸市議会本会議がひらかれ、日本共産党神
戸市議団の朝倉えつ子議員が一般質問をおこないました。

質疑項目 １．非核神戸方式について

　1975年に、核兵器の持ち込
みを拒否する神戸市会決議が
全会一致で採択されました。
神戸市では、核を載せた軍艦
の神戸港入港は認めず、この
50年間、すべての艦船に寄港
するなら非核証明書の提出を
と求めてきました。しかし、
３月24日に、アメリカの艦船
「WARRIOR（ウォーリア）」
が、非核証明書の提出がない
まま、神戸港摩耶ふ頭に入港
しました。非核証明書を提出
しない艦船の入港を許可した
ことは、市会決議を反故にす
るやり方であり、平和な神戸

の港を築く市民や港湾労働者
の願いを踏みにじるもので
す。港湾局長は、外務省の文
書回答と、アメリカ総領事と
の会談をもって入港を決めた
と言います。しかし、港湾局
とアメリカ総領事との会談で
は「個別の艦船についての核
兵器の搭載の有無については
言及することが出来ない」と
アメリカ総領事は発言し、非
核証明書の提出を拒否しまし
た。朝倉議員は、市長が非核
証明書を提出しない艦船の入
港を許可したことについて厳
しく追及しました。

朝倉議員：２月18日に国か
ら「米艦船入港」の通知があ
り、市長はその報告を受けた
が、なぜ非核証明書の提出を

指示しなかったのか。
久元市長：港湾局長の対応
が適切であったからだ。
朝倉議員：３月７日に港湾
局長は非核証明書の提出がさ

れないという感触を持って市
長に会いに行っている。局長
の判断が正しいとなぜ言い切
れるのか。なぜ市長が指示し
ないのか。
久元市長：艦船が核兵器を
搭載していないことを確認す
ることが、決議を尊重し執行

機関として事務執行す
ることだ。私から指示
をする必要はない。
朝倉議員：その後、
14日の港湾局とアメリ
カ総領事との会談にお
いても、その場で「個
別の艦船についての核
兵器の搭載の有無につ
いては言及をすること
は出来ない」と発言が
あり、非核証明書の提
出を拒否された。その
ことを市長は聞いてい
たのか。
久元市長：核兵器を
搭載していないと判断
できるので許可をする

という方針の報告を受けた。
朝倉議員：なぜ判断ができ
るのか。
久元市長：外務省の安全保
障課長と総領事から回答があ
ったからだ。
朝倉議員：非核証明書の提
出を求めるのが市長の役割
だ。仮にアメリカが核兵器を
搭載していないと言っても、
個々の艦船については搭載し
ているかどうかは言わないと
いう方針だから判断はできな
い。結局はアメリカに聞くこ
とも求めることもしなかった
のではないか。
久元市長：そもそもこの艦
船は核兵器の搭載能力がな
い。
朝倉議員：何度もチャンス
があったのに、一度も非核証
明書の提出を求めなかったの
は市長の責任ではないのか。
久元市長：朝倉議員の見解
だと承った。
朝倉議員：承るということ

久元市長 非核証明書の提出を求めず
『戦争国家づくり』に加担する
非核“神戸方式”の形骸化許すな!
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　３月27日、日本共産党神戸市会議員団は、2025年度神
戸市一般会計予算等の編成替えを求める動議を提出し、
大かわら鈴子議員が説明をおこないました。

は責任を感じているのか。
久元市長：港湾法を適切に
運用する責任を果たしたと思
っている。
朝倉議員：果たしていな
い。アメリカ艦船の入港は、
閣議決定である「安保３文
書」に基づく防衛省の文書
（１面図参照）が背景にある
のではないか。長谷川局長
は、経済港湾委員会の質疑の
中で、２月18日以前に「これ
は日本政府と米政府の間で、
おそらく決まっている事項」
と答えているではないか。
長谷川港湾局長：私が答弁
したのは２月18日以前の話で
はない。
朝倉議員：局長に市長との
やり取りを聞いても「うろ覚
え」と言い、議事録さえ出ない
状況だ。今回の寄港に対し総

領事は「日米同盟の重要性を
世界に示したい」と語ってい
る。神戸市が非核証明書のな
い艦船入港をなし崩し的に認
めたのは、こうした調査を進
めたいという日米両政府の思
惑があるからではないのか。
長谷川港湾局長：私はコメ
ントできる立場にない。
朝倉議員：港の管理者は市
長だ。外務省がいかなる見解
を示しても、市民や港を利用
する人たちの安全・安心のた
めに取り組むのが、地方自治
の立場だ。市長はこの立場
で、改めて非核証明書の提出
を求めるべきではないか。
久元市長：核兵器を搭載し
た艦船の神戸港入港を一切拒
否するという決議を踏まえ
て、搭載をしていないかを確
認する責務がある。今回は確

認できたので許可した。
朝倉議員：アメリカは核を
積んでいないとは一言も言っ
ていないから、確認できたと
は言えない。この50年間すべ
ての艦船に非核証明書の提出
を求めてきたルールを投げ捨
て、核兵器搭載の有無も言わ
ないアメリカだけに特例を認
めたことが厳しく問われてい
るのではないか。
久元市長：港湾局長の判断
は適切であったと思うし、結
果として神戸市が港湾法に基
づき入港を許可したわけだか
ら、神戸市の対応は適切だっ
た。
朝倉議員：いま、核兵器廃
絶を求める世論は、世界で急
速に大きく広がり、核兵器禁
止条約締約国会議では核廃絶
を求める宣言が採択された。

非核「神戸方式」を反故に
し、非核証明書のない艦船の
入港を許可することは、日本
の被爆者や平和を願う市民の
希望を砕くものだ。
久元市長：意見として聞い
ておく。
朝倉議員：アメリカと日本
政府が有事を想定していると
きに、市民や港を利用する人
たちの安全・安心のために取
り組むのが、本来の地方自治
の役割だ。市長がアメリカ言
いなり、「日米同盟絶対」の
立場にある石破政権に追随
し、石破政権が進める「大軍
拡」「戦争する国づくり」
に、能動的に加担している。
あらためて、非核証明書の提
出のないアメリカ艦船の入港
を許可したことに断固抗議す
る。

　神戸市長が提案した新年度
予算案は、2005年度を除いて
初めて１兆円を超える大型予
算となりました。しかしその
中身は、都市間競争に打ち勝
ち、投資を呼び込むとして、
都心・ 三宮再整備に200億
円、大阪湾岸道路西伸事業に
32億円、神戸空港国際化に34
億円、新たな産業団地造成の
ための会計出資金に250億円

など大型開発に偏重した「放
漫財政」となっています。
　一方、物価高騰で暮らしが
大変な市民・中小企業に対し
ては、受益者負担を理由に水
道料金・市バス運賃など公共
料金の値上げを強行し、住民
税の超過課税の継続、国保の
独自減免の廃止など「緊縮財
政」を強いており、苦境を打開
する施策はほとんど見当たり ません。さらに市民の命と安全

にかかわる老朽汚水管きょの
更新も計画通り進んでいない
ことが明らかになっています。
　また今年は阪神淡路大震災
から30年です。神戸市が「創
造的復興」の名のもとに、大
型開発・プロジェクトを優先
し、行財政改革で数々の市民
サ－ビスを切り捨ててきたこ

とが暮らしと生業の再建を大
きく遅らせた痛苦の教訓はど
こにも生かされていません。
　今求められているのは、長
期にわたる経済停滞を招いた
自民党政治への追随ではな
く、市民の命と暮らし、雇用と
生業を守り、支えるため住民
の福祉の増進という自治体本
来の役割を果たすことです。

※�動議の提案説明の全文は「日本共産党神戸市会議員団」のホームページ
からご覧いただけます。

自民党政治への追随でなく、市民の命と暮らし、
雇用と生業を守り支えるための予算へ

―日本共産党神戸市会議員団が予算組み替えを提案
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